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	坂本龍馬












此度、石田英吉の船中は、兼て衣服少なき諸生なれば甚だ気の毒なり。金を御つかはしなれば、早速に求候。もし先生の御著ものでも御つかはし遣さる可く候や。右英吉は非常用向申候義は、官より右よふの事あて御つかはしにて可レ然かと奉レ存候。何卒宜御取計奉レ願候。謹言。

龍拝
佐々木様
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青空文庫作成ファイル：
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